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二
〇
二
〇
年
五
月
二
十
三
日
（
土
）
午

後
一
時
三
十
分
か
ら
、
九
段
一
号
館
中
洲

記
念
講
堂
に
お
い
て
、
開
催
予
定
だ
っ
た

二
〇
二
〇
年
度
二
松
学
舎
大
学
父
母
会
定

期
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
通
常
の
定
期
総
会

の
開
催
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と

な
り
、「
書
面
に
よ
る
表
決
」
方
式
に
よ

り
開
催
さ
れ
た
。

会
員
総
数
二
、九
七
六
名
、
回
答
会
員

数
一
、〇
六
二
名
（
委
任
状　

七
九
一

通　

書
面
に
よ
る
表
決　

二
七
〇
通　

無

効
票　

一
通
）
で
あ
り
、
父
母
会
会
則
第

九
条
に
よ
り
、
総
会
は
、
委
任
状
を
含
め

五
九
五
名
の
回
答
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
総
会
は
成
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
一
号
議
案
の
二
〇
一
九
年
度
事
業

報
告
並
び
に
決
算
・
第
二
号
議
案
の

二
〇
二
〇
年
度
役
員
選
出
・
第
三
号
議
案

の
二
〇
二
〇
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算

の
三
つ
の
議
案
に
対
し
て
、
賛
成
を
い
た

だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。会

長
に
細
谷
文
雄
氏
、
会
計
監
査
に
由

川
志
織
氏
と
渡
邊
幹
雄
氏
が
決
定
し
た
。

例
年
総
会
終
了
後
懇
親
会
を
十
三
階
ラ

ウ
ン
ジ
で
行
っ
て
い
る
が
、
本
年
は
中
止

と
な
っ
た
。

ま
た
、
二
〇
一
九
年
度
で
役
員
を
退
任

し
た
中
澤
稔
氏
、
加
藤
典
子
氏
、
田
中
清

美
氏
、
田
中
み
か
氏
の
四
名
へ
の
感
謝
状

と
記
念
品
に
つ
い
て
も
郵
送
で
対
応
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
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本
年
度
、
二
松
学
舎
大
学
父
母
会
会

長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
、
細
谷
文
雄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
本
年
お
子
様
が
ご
入
学
さ

れ
ま
し
た
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
多
大
な

る
影
響
を
受
け
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ま
方

に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
誰
し
も
予
想
し
得
な
か
っ
た
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
、
節
目
で
も
あ
り
ま
す
入

学
式
や
歓
送
迎
会
等
様
々
な
行
事
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
の
ほ
と
ん
ど

の
学
校
が
長
期
休
校
と
な
り
子
供
た
ち

は
不
安
な
状
況
で
大
学
生
活
を
過
ご
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者

の
皆
さ
ま
方
に
も
多
く
の
不
安
や
心
配

を
抱
か
れ
て
い
る
事
と
存
じ
ま
す
。
私

自
身
も
一
人
の
親
と
し
て
同
じ
思
い
で

あ
り
ま
す
。
通
常
で
あ
れ
ば
五
月
に
開

催
さ
れ
る
定
期
総
会
が
中
止
と
な
り
、

冒
頭
の
事
由
に
よ
り
書
面
決
議
に
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
学

生
を
支
援
し
て
い
く
父
母
会
で
は
、
大

学
の
教
職
員
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
保
護

者
の
皆
さ
ま
方
と
協
力
し
合
い
、
こ
の

困
難
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
さ
て
、
本
年
度
の
事
業
計
画
で

す
が
、
殆
ど
の
行
事
が
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
延
期

や
コ
ロ
ナ
禍
等
々
の
影
響
で
中
止
や
延

期
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
校
で
の

活
動
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
学
生
達
の

た
め
、
何
か
お
手
伝
い
が
出
来
な
い
か

教
職
員
の
皆
さ
ま
と
模
索
を
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
事
業
の
詳
細
等
は
総
会
資

料
に
掲
載
し
て
御
座
い
ま
す
の
で
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

第
二
波
、
三
波
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

し
ば
ら
く
は
不
安
の
中
で
学
生
生
活
を

過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
会

員
の
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
そ

し
て
子
供
た
ち
の
成
長
を
ご
祈
念
す
る

と
共
に
、
父
母
会
活
動
に
深
い
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
申
し
上

げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
一
年
間
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

❀
二
〇
二
〇
年
度
　
役
員 

❀

役
　
職
　
等

氏
　
　
　
名

会　

長

細　

谷　

文　

雄

副
会
長

新　

郷　

尚　

美

副
会
長

瀧　

田　
　
　

浩

委
員
（
会
計
監
査
）

由　

川　

志　

織

委
員　

小　

柴　

有　

佳

委
員

工　

藤　

恵　

美

委
員
（
会
計
監
査
）

渡　

邊　

幹　

雄

委
員

千　

澤　

美
千
代

委
員

齋　

藤　

智　

子

委
員

染　

井　

直　

人

委
員

菅　

波　

久
美
子

委
員

塩　

澤　

裕
加
子

委
員
（
会
計
）

中　

村　

浩　

子

　

新
一
年
生
の
役
員
は
、
定
期
総
会
の
回
答
票
を
基
に
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

一
緒
に
父
母
会
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
学
生
支

援
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
担
当
：
馬
淵
・
竹
内
）

電
話　

〇
三
（
三
二
六
一
）
七
四
二
七

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

kyougaku@
nishogakusha-u.ac.jp

❀
父
母
会
活
動

　「
会
長
就
任
の
ご
挨
拶
」

父
母
会
会
長　

細
谷
文
雄
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び
に
大
学
院
生
を
対
象
に
「
二
松
学
舎
大
学
特
別

支
援
金
制
度
」
を
設
置
、
一
律
五
万
円
を
給
付
し

ま
し
た
。
ま
た
、
緊
急
貸
与
制
度
で
は
学
生
の
困

窮
状
況
に
応
じ
て
五
万
円
を
無
利
子
で
貸
与
し
、

学
生
生
活
継
続
の
た
め
の
下
支
え
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
教
育
・
学
修
環
境
の
確
保
や
先
生
方

の
諸
会
議
の
利
便
の
た
めW

eb

会
議
シ
ス
テ
ム

の
導
入
、
教
員
用W

eb

カ
メ
ラ
付
き
ノ
ー
ト
Ｐ

Ｃ
の
購
入
等
を
緊
急
で
実
施
し
、
遠
隔
授
業
実
施

の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

更
に
、
秋
以
降
に
は
大
規
模
な
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、Society 5.0

社
会
に
対
応
す
る
教
育
環
境
を
整
備
す
る
予
定
で

す
。次

に
次
世
代
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、 

現
行
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
質
を
維
持
し
つ
つ
授
業
科

目
の
精
選
・
整
理
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
の
質

的
転
換
を
さ
ら
に
推
進
し
、
本
学
の
建
学
の
理
念

に
基
づ
く
有
為
な
人
材
の
育
成
を
可
能
と
す
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
る
よ
う
、
二
〇
二
二
（
令
和

四
）
年
度
実
施
を
目
処
と
し
て
検
討
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
大
学
の
得
た
情
報
を
大
学
経
営
に
有
効

利
用
す
る
た
め
Ｉ
Ｒ
（
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ

ナ
ル
・
リ
サ
ー
チ
）
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
ま
た
授

業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
学
生
の
意
識
調
査
・
分

析
に
よ
り
、
個
々
の
授
業
の
改
善
や
今
後
の
教
育

改
革
に
役
立
て
、
大
学
の
諸
制
度
に
関
す
る
学
生

の
実
態
・
満
足
度
調
査
を
行
い
、
こ
れ
が
問
題
意

識
と
課
題
を
共
有
し
教
務
改
善
お
よ
び
学
生
満
足

度
向
上
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
大
学
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
、
学

生
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
シ
ス
テ

ム
、
奨
学
金
、
授
業
料
減
免
制
度
の
充
実
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
、
進
路
・
就
職
支
援
の
充
実
の
ほ
か
グ

ロ
ー
バ
ル
化
推
進
面
で
は
、
海
外
提
携
校
や
単
位

互
換
制
度
の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
文
学
研
究
科
に

お
け
る
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導

入
、
海
外
語
学
研
修
（
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
中

国
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「Nʼ2030 Plan

」
は
、
建
学

の
精
神
に
基
づ
き
、
Ａ
Ｉ
な
ど
複
雑
化
す
る
社
会

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
「
豊
か
な
人
間
力
を
有

し
自
ら
考
え
行
動
す
る
人
材
、
人
々
の
長
い
歴
史

と
英
知
を
擁
す
る
古
典
か
ら
未
来
を
学
び
、
的
確

な
国
語
力
を
備
え
た
真
の
国
際
人
の
養
成
」
を
目

的
と
し
た
人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
体
制
の
構
築

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
①
幾
度
か

に
亙
る
大
学
学
部
・
学
科
の
改
編
、
②
大
学
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
二
〇
三
〇
年
に
向
け
た
改
革
、
③
Ｋ

Ｐ
Ｉ
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
よ
る
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の

進
捗
管
理
等
を
メ
イ
ン
と
し
た
計
画
を
推
し
進
め

て
お
り
ま
す
。

さ
て
本
年
は
年
頭
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
の
下
、
学
生
・
保
護
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
か
け
て
お
り
、
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
現
在
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
て
お
り
、

大
学
院
で
は
感
染
防
止
に
十
分
な
配
慮
を
施
し

て
、
一
部
対
面
授
業
を
始
め
て
お
り
ま
す
。
法
人

と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
伴
う
学
生

支
援
の
緊
急
的
経
済
支
援
の
た
め
、
全
大
学
生
並

な
ど
）
の
実
施
、
相
互
留
学
支
援
や
本
学
学
生
の

留
学
機
会
を
増
や
す
た
め
海
外
協
定
校
の
拡
充
を

図
る
と
共
に
、「
認
定
留
学
制
度
」、「
語
学
検
定

試
験
の
単
位
化
」
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

更
に
社
会
貢
献
面
で
は
、
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地

域
連
携
室
に
お
い
て
生
涯
学
習
講
座
に
つ
い
て
質

的
・
量
的
に
充
実
を
図
り
、
岡
山
県
倉
敷
市
並
び

に
神
奈
川
県
鎌
倉
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
、

さ
ら
に
千
代
田
区
内
近
隣
五
大
学
と
千
代
田
区
と

の
高
等
教
育
連
携
強
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
共
同
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
を

通
し
て
地
域
・
産
業
界
と
の
連
携
を
推
進
す
る
な

ど
地
域
貢
献
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
最
後
に
卒
業
生
情
報
の
把
握
の
た
め
松

苓
会
（
同
窓
会
）
お
よ
び
大
学
父
母
会
と
連
携
協

力
し
、
組
織
的
な
卒
業
生
情
報
の
管
理
の
徹
底
を

図
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
引
き
続
く
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
挨
拶
と
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

日
頃
よ
り
本
学
の
教
育
研
究
に
ご
理
解
と
ご
支

援
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
と
い
う
社

会
的
危
機
の
な
か
、
本
学
の
教
職
員
一
同
、
力
を

合
わ
せ
て
学
生
た
ち
の
教
育
環
境
の
確
保
と
安
全

の
保
持
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
と
い
う
、
従
来
と
は
異
な
る
授
業
形
式
に
移

行
し
な
が
ら
、
伝
統
あ
る
本
学
の
教
育
研
究
活
動

と
そ
の
質
を
絶
や
す
こ
と
な
く
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
何
よ
り
も
学
生
の
安
全
を
願
い
、
さ
ら
に
は

可
能
な
範
囲
で
の
通
学
自
粛
に
よ
る
社
会
貢
献
を

教
育
機
関
と
し
て
の
責
務
と
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス

機
能
を
い
ま
だ
部
分
的
な
も
の
に
抑
え
て
お
り
ま

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
の
教
育
活
動
は
、
不
慣
れ

な
面
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
支
援
の

み
な
ら
ず
、
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
よ
り

良
き
教
育
活
動
の
た
め
に
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
も
、

い
つ
で
も
従
来
の
対
面
授
業
に
戻
れ
る
よ
う
に
、

平
常
時
と
変
わ
ら
な
い
勤
務
体
制
を
事
務
は
と
っ

て
お
り
ま
す
。

特
に
、
本
年
度
の
新
入
生
た
ち
に
は
、
誰
と
も

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
前
期
が
終

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
推
移
状
況
に
よ
り
ま
す
が
、

希
望
す
る
新
入
生
に
は
対
面
で
の
学
習
等
の
機
会

を
近
々
に
設
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
島
中
洲
が
九
段
に
開
い
た
漢
学
塾
を
出
発
と

す
る
本
学
で
す
が
、
江
戸
時
代
末
、
彼
が
岡
山
に

開
い
た
漢
学
塾
虎
口
溪
舎
を
起
源
と
す
る
な
ら

ば
、
一
六
〇
年
と
い
う
類
を
見
な
い
教
育
の
伝
統

を
私
ど
も
は
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ど
の
よ

う
な
困
難
な
状
況
下
で
あ
っ
て
も
、
絶
え
ず
教
育

へ
の
強
い
情
熱
と
そ
の
た
め
の
変
革
を
厭
わ
な
か

っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
現
在
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
、
新
学
科
等
へ
の
改
編
の
可
能

性
、
よ
り
優
れ
た
教
員
の
募
集
と
育
成
な
ど
、
学

生
一
人
一
人
を
育
て
る
環
境
整
備
を
怠
る
こ
と
は

一
日
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
ど
も
教
職
員
は
、
皆
様

と
共
に
、
こ
の
漢
学
塾
由
来
の
教
育
文
化
を
、
次

の
時
代
へ
と
さ
ら
に
大
き
く
育
て
た
い
の
で
す
。

ご
あ
い
さ
つ

Ｎ
２
０
３
０
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ�

�
今
年
の
計
画

理
事
長
　
水
戸
英
則

漢
学
塾
由
来
の�

�

教
育
へ
の
強
い
情
熱

学
　
長
　
江
藤
茂
博
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予
期
せ
ぬ
事
態
の
な
か
で
、
春
セ
メ

ス
タ
ー
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
下
に
あ
る
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
学
で
も
、
急
遽
ス
タ
ー
ト
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
新
し
い
試
み
が
大
学
教
育
の
あ
り
方

に
つ
い
て
見
直
す
よ
い
機
会
と
な
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
学
生
の
み
な

さ
ん
か
ら
は
大
学
で
の

授
業
再
開
を
希
望
す
る

声
が
届
い
て
い
ま
す
。

現
在
の
オ
ン
ラ
イ
ン
環

境
は
十
分
で
は
な
く
、

画
面
上
に
提
示
で
き
る

情
報
に
は
制
約
が
あ

り
、
受
講
者
間
の
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
も
難

し
く
、
も
ど
か
し
い
限

り
で
す
。
ま
た
、
狭
い

画
面
に
集
中
し
て
の
授
業
は
、
か
な
り

疲
れ
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ま
で

修
学
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
学
生

さ
ん
の
な
か
に
は
、
確
実
に
修
学
の
機

会
を
得
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

電
車
な
ど
の
通
学
の
難
し
さ
、
学
内
の

雑
多
な
情
報
過
多
、
聞
き
た
く
な
い
周

囲
の
声
な
ど
。
大
学
と
い
う
場
に
は
学

び
を
妨
げ
る
要
素
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
授
業
に
関
係
の
な
い
雑
音
が
入
り

に
く
い
と
い
う
点
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

利
点
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
さ
え
整
え

ば
大
学
と
い
う
場
は
要
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
多
様
な
人
が

集
う
大
学
と
い
う
場
で
は
、
求
め
て
も

い
な
い
雑
多
な
出
来
事
に
身
を
晒
す
こ

と
に
な
り
、
不
要
だ
と
簡
単
に
ス
イ
ッ

チ
を
切
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
、
ま
っ
た
く
無

駄
と
も
言
え
な
い
気
が

す
る
の
で
す
。
食
わ
ず

嫌
い
な
メ
ニ
ュ
ー
も
ず

っ
と
食
卓
に
並
ぶ
と
手

が
出
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

雑
音
と
思
え
た
出
来
事

が
、
新
た
な
考
え
や
行

動
の
展
開
す
る
契
機
と

な
る
こ
と
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
残
念
な
が
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

世
界
は
そ
の
よ
う
な
偶
然
の
出
会
い
に

乏
し
い
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
。

学
生
相
談
室
で
は
、
み
な
さ
ん
が
、

こ
の
時
空
の
共
有
の
両
面
に
向
か
い
合

い
な
が
ら
、
創
意
工
夫
に
よ
り
学
生
生

活
を
展
開
す
る
こ
と
を
応
援
し
ま
す
。

大
学
で
皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
日
が

早
く
来
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

学 生 相 談 室
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オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
、
夏
期
休
業
期
間
中

も
実
施
し
て
い
ま
す
！

二
松
学
舎
大
学
は
、
各
々
の
思
い
描
く

将
来
に
個
別
に
対
応
す
る
た
め
、
個
人
面

談
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
専
門
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
予
約
枠
を
設
け
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
はcovid-19

の
影
響
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
で
、
相
談
件
数

は
昨
年
同
時
期
よ
り
も
ず
っ
と
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
相

談
枠
を
さ
ら
に
増
や
し
、

万
全
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
。

夏
期
休
業
期
間
中
も
面
談

対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
予
約
し
て
相
談
す
る

よ
う
、
ご
子
女
に
す
す
め

て
く
だ
さ
い
。

四
年
生
の
求
人
も
続
々

と
届
い
て
い
ま
す
。
二
松

学
舎
大
学
で
は
、
大
学
に

来
る
求
人
票
を
ネ
ッ
ト
で

検
索
・
閲
覧
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

企
業
の
採
用
活
動
は
、
停
止
し
て
い
ま
せ

ん
。
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
フ
ラ
イ
ン
を
交
え

な
が
ら
、
動
い
て
い
ま
す
。
学
生
側
も
ア

ク
シ
ョ
ン
を
お
こ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

進
路
が
決
ま
っ
た
場
合
は
、
必
ず
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
報
告
す
る
よ
う
、
お
伝

え
く
だ
さ
い
。
学
生
の
進
路
状
況
は
文

部
科
学
省
に
報
告
す
る
義
務
が
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
三
年
次
生
は
秋
に
個
人
面
談
で
す
！

「
就
職
で
き
る
ん
で
し
ょ
う
か
？
」
近
ご

ろ
、
よ
く
こ
の
質
問
を
い
た
だ
く
の
で
す

が
、
企
業
の
新
卒
採
用
が
な
く
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
卒
採
用
は
企
業
と
し

て
は
最
も
効
率
の
良
い
人
材
確
保
の
方
法

で
す
。
ま
た
就
職
氷
河
期
や
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
で
の
新
卒
採
用
抑
制
が
後
々
の
企

業
内
人
員
構
成
に
悪
影
響
を
も
た
ら
し
た

反
省
が
あ
り
、
新
卒
採
用
を
や
め
る
と
い

う
こ
と
は
長
期
的
視
野
に
お
い
て
リ
ス
ク

が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

つ
ま
り
は
、
採
用
の

『
枠
』
そ
の
も
の
は
あ
る
の

で
す
。
た
だ
、
採
用
の
『
基

準
』
も
存
在
し
ま
す
。
こ

の
『
基
準
』
を
ク
リ
ア
す

る
た
め
の
就
労
意
識
は
必

要
な
の
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
毎
年
秋
セ
メ
ス
タ
ー

に
、
三
年
次
生
の
『
全
員

個
人
面
談
』
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
学
生
そ
れ
ぞ
れ

の
希
望
の
進
路
実
現
に
向
け
て
、
個
別
で

面
談
し
、
考
え
て
い
る
進
路
を
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
、
そ
の
後
の
支
援
に
繋
げ
て
い
き
ま

す
。
就
労
意
識
を
醸
成
す
る
き
っ
か
け
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ご
家
族
で
進
路
に
つ
い
て
話
し
始
め
る

機
会
に
も
な
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
父

母
の
皆
さ
ま
か
ら
も
個
人
面
談
を
受
け
た

か
の
確
認
や
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
利
用

を
促
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

キ ャ リ ア
セ ン タ ー
だ  よ  り �
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概　要
　2019年度二松学舎大学父母会の会員数は、2019年度入学者文学部489名・国際政治
経済学部267名計756名、文学部・国際政治経済学部編入学生（3年次生）9名を新た
に会員として迎え、2019年5月1日現在2,977名である。
　2019年度は予算総額41,259,906円（前年度からの繰り越し金を含む）で、2019年
5月25日（土）の定期総会で承認された事業計画に基づき諸事業を推進してきた。
　以下にその事業の概要を記載する。

１．［地区別父母懇談会］
　2019年度の地区別父母懇談会は、6月15日（土）の石川会場・宮崎会場を皮切りに、
大阪・福島・山形・静岡・山梨・岡山・栃木・東京（2回）の全国10会場で開催した。
　各会場には、大学から学長、副学長、文学部長、国際政治経済学部長、学務局長、文学部・
国際政治経済学部各教員はじめ学務局（学生支援課・教務課及びキャリアセンター就
職支援課）の職員が出席し、懇談を通して大学教職員と会員（父母）との相互理解を
図ると同時に、大学の現状、学生の大学生活及び就職の実情、単位修得等勉学の状況
及び父母会の活動について説明を行った。
　なお、東京（九段校舎）会場では、福島副学長による講演等が行われた。
　� （単位：人）
開催日 6/15 6/15 6/22 6/23 6/29 6/30 7/6 7/7 7/13 7/21 7/28 計
会場 石川 宮崎 大阪 福島 山形 静岡 山梨 岡山 栃木 東京 東京

273参加
者数 7 6 2 9 5 7 3 4 29 93 108

２．［教育研究振興助成］
　2019年度の教育振興助成は、海外研修学生引率者助成に関しては、英語圏語学研修
11名（ケンブリッジ大学・英国：参加者3名、サザンクロス大学・オーストラリア：
参加者2名、フレーザーバレー大学・カナダ：参加者1名、バッキンガム大学・英国：
参加者5名、）、中国語圏語学研修16名（浙江工商大学・中国：参加者16名）、韓国語圏
語学研修6名（高麗大学校・韓国：参加者6名）で実施された語学研修に対して引率教
職員の旅費の一部を助成した。
　他に、「就職筆記テスト」・「面接対策」・「面接特訓講座」・「日本語検定」・「SPI対策
テストセンター受験」等への助成、新入生教育助成として『新入生へのメッセージ』
の冊子を購入し配布した。
３．［課外活動助成］
　落語研究会、書道部など学外で活動を行った団体に助成を行った。
　学生顕彰として、34名の学生と2団体に奨励金を支給した。助成は、「課外活動団体
助成費取扱い要領」及び「学生顕彰取扱い要領」に基づき、実施している。
４．［大学行事等への助成］
　新入生歓迎式典《4月》にサンドイッチ（飲物含む）を700食、柏祭GUTS《6月》に
飲み物100本を支給し、学園祭（創縁祭）《11月》の助成を行った。
５．［卒業記念パーティー］
　3月16日（月）に卒業パーティー（ホテルグランドパレス）を予定していたが、新
型コロナウィルス感染拡大の影響により、学位記・授与式及び卒業パーティーが中止
となった。
　キャンセル料の支払い後、残予算から代替措置として、卒業生全員に一人当たり
8,000円のアマゾンギフト券の配布を実施した。
６．［卒業記念品］
　卒業記念品として卒業アルバムを贈呈した。
７．［奨学金］
　学生の資格・能力取得育英を目的に、指定した資格取得や教員・公務員等各種採用
試験合格者等59名に対して奨学金を支給した。
８．［弔慰金・災害見舞金］
　2019年度の弔慰金・災害見舞金については、会員（父母）7件に対し行った。「父母
会弔慰金並びに災害見舞金取扱い要領」に基づいて実施している。
９．［父母会報の発行］
　2019年度は、第105号（2019年7月31日）、第106号（2019年10月20日）、第107
号（2020年1月20日）、第108号（2020年3月31日）の計4回発行した。
　今年度より、大学からのお知らせページを作り、時節にあった学内情報等の周知に
努めている。
10．［外国人留学生支援に関する助成］
　外国人留学生の年末（12月7日）に開催した懇親会の経費の一部を助成した。

【特別事業費】
1．〈営繕助成等〉
　観葉植物設備（九段1号館・3号館・4号館のエントランスや供用スペースに配置及
び手入れ等）補助・大学施設の補修に対する助成をした。
2．〈就職指導支援費〉
　キャリアセンターの就職支援活動に対して助成した。
3．〈事業積立金〉
　事業積立金は、法人・大学の記念事業推進に協力するため、1993年度より特別会計
として積み立てを開始し、周年事業等に予算執行してきた。
4．〈創縁祭参加費〉
　創縁祭の参加経費（無料休憩所）。
5．〈食育に関する助成費〉
　二松学舎松苓会と共同で、学生食堂で「100円朝食」を実施した。
6．〈予備費〉
　本年度は、概ね予算通りの執行ができたため、予備費は使用しなかった。

◇〈学生金庫基金〉
　現金が緊急に必要となる学生のために、1回につき1万円を無利子で貸し出し（貸し
出し期限1カ月）便宜を図っている。

2019年度決算の概要
◇〈特別会計　事業積立金〉
　父母会として二松学舎創立150周年事業にむけて、事業積立を行った。

収入の部� （単位：円）
項　　目 予算額① 決算額② 比較増減①-② 記　　事

1 　繰越金 10,338,906 10,338,906 0 前年度繰越金

2 　父母会費 30,420,000 30,420,000 0

新入学生4万円×（文学部
489名＋政経学部267名）
編入学生2万円×（文学部
4名＋政経学部5名）

3 　助成費 500,000 0 500,000 大学からの卒業パーティ助成
4 　雑収入 1,000 50,182 △ 49,182 受取利息、その他

合　　計 41,259,906 40,809,088 450,818

支出の部
項　　目 予算額① 決算額② 比較増減①-② 記　　事

経　
　
　

常　
　
　

費

事　
　

業　
　

費

1 地区別懇談会費 3,300,000 2,959,162 340,838 会場費・弁当等、教職員出
張費

2

教育研究振興助成
　�教員の海外研

修助成費 600,000 300,000 300,000 教員1名（本多教授）海外
研修への助成

　�海外研修引率
者助成費 500,000 500,000 0 海外語学研修学生引率教員

の旅費の一部助成

　�就職指導支援
経費 1,000,000 480,280 519,720

基礎学力検査・一般常識模
試等キャリアセンターの就
職指導助成

　�新入生教育助
成費 200,000 198,000 2,000 「学生生活スタートブック」

等購入経費　900部

小　　計 2,300,000 1,478,280 821,720

3

課外活動助成
　�課外活動活性

化助成費 500,000 500,000 0 課外活動実施に伴う経費の
一部助成

　�課外活動団体
助成費 500,000 210,000 290,000

課外活動団体への助成・全
国大会出場助成・学外発表
会助成等

　学生顕彰費 400,000 280,000 120,000
個人・団体の大会優勝者な
ど大学で推薦する者への表
彰費用助成

小　　計 1,400,000 990,000 410,000

4 大学行事等への
助成費 1,200,000 1,094,375 105,625 新歓式典・学園祭など大学行

事・学生会主催行事への助成

5 卒業記念
パーティ 7,600,000 7,460,966 139,034

卒業パーティー運営経費
（キャンセルチャージ・アマ
ゾンギフトカード購入経費）

6 卒業記念品 3,500,000 3,500,000 0 卒業アルバム作成経費

7 奨学金 3,500,000 3,960,000 △ 460,000
父母会の「成長支援型（資
格・能力取得育英）奨学金」
59名

8 慶弔費・災害見
舞金 200,000 88,305 111,695

学生・父母及び専任教員の
死亡に対する供花料及び災
害見舞金　7件

9

会報発行

　印刷・制作費 1,200,000 763,684 436,316 父母会報年4回発行、104
～107号

　発送費 1,400,000 1,196,294 203,706 会報発送　104～107号
小　　計 2,600,000 1,959,978 640,022

10
外国人留学生支
援に関する助成
費

300,000 300,000 0 外国人留学生の学習活動等
への支援

事業費合計 25,900,000 23,791,066 2,108,934

運　

営　

費

11 通信費 650,000 532,723 117,277 総会資料等発送費、はがき・
切手等

12 印刷費 650,000 623,202 26,798
定期総会資料の印刷・製本、
返信はがき・封筒等の印刷
費

13 会議費 700,000 746,953 △ 46,953 定期総会・役員会等

14 交通費 380,000 216,420 163,580 役員会等へ出席する役員の
交通費

15 消耗品費 100,000 2,199 97,801 事務用品等購入経費
16 雑費 80,000 78,780 1,220 振込手数料、その他

運営費合計 2,560,000 2,200,277 359,723

特
別
事
業
費

1 営繕助成費 300,000 300,000 0 学生施設の緊急を要する補
修等及び観葉植物設置補助

2 就職指導支援
経費 2,500,000 2,275,000 225,000

キャリアセンターの就職指
導〈キャリアカウンセラー
等委託費〉助成

3 事業積立金 2,000,000 2,000,000 0 大学における特別事業への
支援のための積立

4 創縁祭参加経費 180,000 121,331 58,669
創縁祭参加関連、喫茶室、
ホームカミングデー講演会
生花寄贈他

5 食育に関する助成費 550,000 273,800 276,200
予　備　費 7,269,906 0 7,269,906

合　　　　　計 41,259,906 30,961,474 10,298,432

差引残高（次期繰越金） 0 9,847,614 -

（2020年度二松学舎大学父母会定期総会資料より転載）
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　この事業計画（案）は、例年の活動計画をベースに作成しており、今般の新型コロナウィルス
感染拡大の影響については、考慮されておりません。
　今後、新型コロナウィルスの感染が終息に向かった場合には、本計画を遂行していきたいと考
えておりますが、大幅な計画変更を余儀なくされることが予想されます。
　父母会役員会としましては、大学と協議をしながら、適正な予算執行に努めていきたいと考え
ております。

【経常費】

１．〈地区別父母懇談会〉
　2020年度の地区別父母懇談会は、次の日程・地域で開催する。
　出席については、在住地にかかわらず全国どの会場でも参加できる「オープン参加」形式を今
年度も引き続き実施する。
　（1）　日程・会場

月 日 曜 開　催　地 会　　場 所　　在　　地 電　　話

未定 香川県 高松市 ホテル
パールガーデン

760-0066
香川県高松市福岡町2-2-1 087-821-8501

未定 鹿児島県 鹿児島市 JR九州ホテル
鹿児島

890-0045
鹿児島市武1-1-2 099-213-8000

未定 青森県 青森市 JALシティ青森 030-0803
青森県青森市安方2-4-12 017-732-2580

未定 茨城県 水戸市 プレジデント
ホテル水戸

310-0803
茨城県水戸市城南2-2-2　 029-300-1100

未定 島根県 松江市 ホテル一畑 690-0852
島根県松江市千鳥町30番 0852-22-0188

未定 新潟県 新潟市 ホテルオークラ
新潟

951-8053
新潟県新潟市中央区川端町6-53 025-224-6111

未定 秋田県 秋田市 秋田
ビューホテル

010-0001
秋田県秋田市中通2-6-1 018-832-1111

未定 東京都 千代田区 九段キャンパス 102-8336
千代田区三番町6-16 03-3216-7427

　※�東京都（九段キャンパス）会場につきましては、東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県在住の
方を中心にご案内

　⑵　内　　　容
　　・大学の現況報告
　　・学生生活・学習状況・就職状況についての説明
　　・個別相談等
　　・その他
２．〈教育研究振興助成〉
　⑴　教員の海外研修に対する助成
　　　　教員の海外研修旅費の一部を助成する。
　⑵　海外研修学生引率者助成
　　　�　2020年度も中国語圏・英語圏・韓国語圏での語学研修が予定されているので、その旅費

の一部を助成する。
　⑶　就職指導支援経費
　　　�　キャリアセンターが行う学生の就職活動支援事業に助成する。今年度は、「SPI対策講座」

「日本語検定」「就職筆記対策」「就職活動中の支援」の助成をする。
　　　　教職課程センターで実施する各種講座についても支援を行う。
　⑷　新入生教育助成
　　　�　大学で発行している学生生活の手引『キャンパスライフ』を補完するものとして、『学生

生活スタートブック ｢学生生活は危険がいっぱい2020年度版』を購入し、新入生全員に配
布する。

　　　�　昨年度までの『新入生へメッセージ』（学生生活のモラル・マナーを掲載）から見直しを
行った。

３．〈課外活動助成〉
　学生のクラブ・サークル等課外活動の実施に伴う経費の一部を助成する。
　⑴　課外活動活性化助成
　　　�　課外活動団体の練習時間の延長、及び休日に行う対外試合等によるスクールバスの運行

等経費の一部を助成する。
　⑵　課外活動団体助成
　　　�　クラブ・サークル等課外活動団体の活動費（全国大会出場経費の一部、学外発表会経費

の一部等）を「課外活動団体助成費取扱い要領（内規）」に従い、助成する。
　⑶　学生顕彰
　　　�　ボランティア活動等の社会活動、国際交流、部活動で特に顕著な業績が認められる団体

並びに個人を表彰するとともに奨励金を支給する。
４．〈大学行事等への助成〉
　学生団体が主催する「新入生歓迎式典」「学園祭（創縁祭）」等に経費の一部を助成し学内の活
性化を図る。
５．〈卒業記念パーティー〉
　　2020年度卒業パーティーを開催する。
６．〈卒業記念品〉
　卒業記念品として卒業アルバムを卒業生全員に贈呈する。
７.〈奨学金〉
　下記の奨学金を給付する。
　　二松学舎大学父母会成長支援型（資格・能力取得育英）奨学金
　　【対　　象】　�奨学金の受給資格は、本学の正規課程に在籍する学部生とし、次の各号のいず

れかに該当する者とする。
　　　　　　　　⑴　公立学校教員採用試験合格者
　　　　　　　　⑵　公務員試験合格者
　　　　　　　　⑶　父母会が指定した資格の取得者
　　【給 付 額】　3万円～15万円（取得した資格や合格した試験に応じて）
　　【対象学年】　1～4年次
　　【申請時期】　当該年度11月
　　【他制度併用の可・不可】　可
８．〈弔慰金・災害見舞金〉
　「父母会弔慰金並びに災害見舞金取扱い要領（内規）」に従い、会員（父母）・学生・専任教職員
の死亡に対し弔慰金または供花をもって弔意を表す。さらに、火災や自然災害等で学生の自宅や
アパート等が被災した場合は、災害の軽重に応じて見舞金を支給する。
９．〈父母会報の発行〉
　大学・父母会の現状、学生生活の状況を会員に伝えるための機関紙「父母会報」を、年間4回
発行する。
10．〈外国人留学生支援に関する助成〉
　外国人留学生の支援に関する活動は、1999年度から父母会事業の一環として位置づけ実施して
いる。具体的には、留学生との交流・親睦を図ることを目的とした研修旅行（日本文化探訪プロ
グラム）や、親睦会費用の一部を助成する。

【特別事業費】
1．〈営繕助成等〉
　学生食堂等に観葉植物を設置する。校舎等における緊急を要する補修等に助成する。
2．〈就職指導支援経費〉
　キャリアセンターが行う学生の就職活動支援事業に助成する。
3．〈事業積立金〉
　事業積立金は、法人・大学の記念事業推進に協力するため、1993年度より特別会計として積み
立てを始め、周年事業等に予算執行を行ってきた。
　2020年度は、200万円を計上する。
4．〈創縁祭参加経費金〉　
　本学学園祭「創縁祭」に父母会として無料喫茶ルームを運営するため、コーヒー、紅茶及び茶
菓等購入費用を計上する。
5．〈食育に関する助成費〉
　2016年度から実施されている「100円朝食」に継続して助成する。

◇〈学生金庫基金〉
　現金が緊急に必要となった学生のために、1回につき1万円を無利子で貸し出し（貸し出し期限
1カ月）便宜を図っている。本年度もこの制度を継続する。

収入の部� （単位：円）
項目 2020予算額① 2019決算② 比較増減①－② 備　　　考

前年度繰越金 9,847,614 10,338,906 -491,292

父 母 会 費 29,080,000 30,420,000 -1,340,000

新入学生40,000円×
（文学部489名＋政経学部267名）
編入学生20,000円×

（文学部4名＋政経学部6名）
助 成 費 500,000 500,000 0 大学からの卒業パーティー助成
雑 収 入 1,000 50,182 -49,182 受取利息

合　　計 39,428,614 41,309,088 -1,880,474

支出の部� （単位：円）

経　
　

常　
　

費

項          目 2020予算額
①

2019決算
②

比較増減
①－② 備　　　考

事　
　

業　
　

費

1 地区別懇談会費 3,300,000 2,959,162 340,838 会場費・会議費・教職員出張費

2

教育研究振興助成
　�教員の海外研

修助成費 600,000 300,000 300,000 教員2名の海外研修費等の一部助成
2019年度並み経費を計上

　�海外研修引率
者助成費 500,000 500,000 0 海外語学研修学生引率教員の旅費の

一部助成2019年度並み経費を計上

　�就職指導支援
経費 1,000,000 480,280 519,720

日本語検定、一般常識模試・論作文
模試、SPI・SPI－2模試・テストセン
タ模試等の助成2019実績値を計上

　�新入生教育助
成費 200,000 198,000 2,000

「学生生活スタートブック」購入経
費、900部作成予定2019年度並み
経費を計上

小　　計 2,300,000 1,478,280 821,720

3

課外活動助成
　�課外活動活性

化助成費 500,000 500,000 0 課外活動実施に伴う経費の一部助成
2019年度並み経費を計上

　�課外活動団体
助成費 500,000 210,000 290,000 課外活動団体への助成、全国大会出

場助成、学外発表会助成等

　学生顕彰費 400,000 280,000 120,000 大会優勝者など（個人・団体）
2019年度並み経費を計上

小　　計 1,400,000 990,000 410,000

4 大学行事等への
助成費 1,200,000 1,094,375 105,625

・�大学行事及び学生会主催行事への助成
・�新入生歓迎式典・学園祭
　2019年度並み経費を計上

5 卒業記念パーテ
ィー 7,600,000 7,460,966 139,034 卒業パーティー運営費消費税増税を考

慮し、2018年度から10万円増を計上

6 卒業記念品 3,500,000 3,500,000 0 卒業アルバム前年度分の製作費を翌
年度の支払いとする。（2019～）

7 奨学金 4,000,000 3,960,000 40,000 前年度実績を考慮し増額

8 弔慰金・災害見
舞金 200,000 88,305 111,695

学生・父母及び専任教員の死亡に対す
る供花料及び災害見舞い金不確定要素
のため従来の予算を踏襲して計上

9

会報発行

　印刷・制作費 1,200,000 763,684 436,316
父母会報年4回発行、写真現像代な
ど、印刷部数増加を見込み2018年
度より10万円増で計上

　発送費 1,400,000 1,196,294 203,706 会報発送に関する経費2019年度並
み経費を計上

小　　計 2,600,000 1,959,978 640,022

10
外国人留学生支
援に関する助成
費

300,000 300,000 0 外国人留学生の学習活動等への支援

事業費合計 26,400,000 23,791,066 2,608,934

運　
　

営　
　

費

11 通信費 650,000 532,723 117,277 総会資料発送費・はがき・切手・振
込手数料等

12 印刷費 650,000 623,202 26,798 定期総会資料印刷・製本、返信はが
き等及び封筒印刷費

13 会議費 700,000 746,953 -46,953 定期総会・役員会等会議費
2019年度並み経費を計上

14 交通費 380,000 216,420 163,580 役員会出席役員の交通費
2019年度並み経費を計上

15 消耗品費 100,000 2,199 97,801 事務用品等購入経費

16 雑費 80,000 78,780 1,220 振込手数料、その他
2019年度並み経費を計上

運営費合計 2,560,000 2,200,277 359,723

特
別
事
業
費

1 営繕助成費 300,000 300,000 0
学生施設の緊急を要する補修等及び
観葉植物等設置補助
2019年度並み経費を計上

2 就職指導支援
経費 2,500,000 2,275,000 225,000

就職指導支援を強化するため、キャ
リアカウンセラー等委託費分を計上

（2019年度実績値を計上）
3 事業積立金 2,000,000 2,000,000 0 2019年度並み経費を計上

4 創縁祭参加経費 180,000 121,331 58,669
喫茶室費用3万円、当日役員交通費
等、ホームカミングデー講演会生花
寄贈、2018年度実績値にて計上

5 食育に関する助
成費 550,000 273,800 276,200

予備費 4,938,614 0 4,938,614
合         計 39,428,614 30,961,474 8,467,140

（2020年度二松学舎大学父母会定期総会資料より転載）

2020年度予算の概要



2020年度 二松学舎大学父母会 定期総会（書面議決）報告書

　標記の件、各議案について規約の定めに従い、適正な手続きにより次の通り議決されましたので

報告致します。

１．開 催 日 時　　2020年６月20日（金）～2020年６月30日（火）

２．開 催 場 所　　�新型コロナウイルス感染症（COVID-19）予防対策のため、回答票（ハガキ）に

よる書面議決に変更　

３．会 員 総 数　　2,976名（議決権総数）

４．回答会員数　　1,062名 （委任状　791通　書面による表決　270通　無効票　１通）

　　※父母会会則第９条 第４項抜粋

　　　総会は、委任状を含め会員の５分の１以上の出席をもって成立とする。

５．議事経過及びその結果

議案 結果 賛成 反対 無効

第１号議案　2019年度事業報告報告並びに決算 認 270票 ０票 １票

第２号議案　2020年度役員選出 認 270票 ０票 １票

第３号議案　2020年度事業報告並びに予算（案） 認 270票 ０票 １票

　　この報告書が正確であることを証するため、議長並びに報告書名人は次に署名捺印する。

　　令和２（2020）年　７月　18日

議　　　　長　　　　　　　　　　　　　印

報告書署名人　　　　　　　　　　　　　印

報告書署名人　　　　　　　　　　　　　印

− 6 −
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小　柴　有　佳

工　藤　恵　美

齋　藤　智　子
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い
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
中
、
中
止
と
な

り
ま
し
た
定
期
総
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
多
く
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
、
委

任
状
と
い
う
形
で
の
対
応
を
頂
き
、
総

会
成
立
、
各
議
案
承
認
と
さ
せ
て
頂
け

ま
し
た
こ
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。現

在
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
、
自
粛
緩
和
と
共
に
第
二
波
、
第
三

波
の
再
感
染
へ
の
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
時
こ
そ
、
何
も
な
か
っ
た
時

の
幸
せ
、
有
り
難
さ
を
し
っ
か
り
確
認

さ
せ
て
頂
き
、
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ

発
見
出
来
る
事
を
大
切
に
、
学
生
さ
ん

達
の
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
前
役
員
の

皆
さ
ま
方
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
細
谷
新
会
長
の
も
と
、
新
役
員
一
同

協
力
し
合
い
、
学
生
、
保
護
者
の
皆

様
、
大
学
の
た
め
最
善
を
尽
く
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
父
母
会
会
員
の

皆
様
、
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

　注：2020年度東京オリンピック・パラリンピックの開催延期、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に伴い、学年暦の一部を変更し授業を実施します。

　　【主な変更点】①春セメスター授業開始時期を４月６日から繰り下げ、５月１１日とします。

　　　　　　　　　②春セメスター授業終了時期を７月１８日から繰り下げ、８月１日とします。
2020．6．23版2020．6．23版2020．6．23版2020．6．23版

　 月

3/30 3/31 1 入入入入 2 自学 3 自学 4 自学

5 6 自学 7 自学 8 自学 9 自学 10 自学 11 自学

12 13 自学 14 自学 15 自学 16 自学 17 自学 18 自学

19 20 自学 21 自学 22 自学 23 自学 24 自学 25 自学 ４／２０：前期授業料納入期限

26 27 28 29 30 ４／２７～５／９履修登録期間

1 2 ５／２：第一次履修登録締切日

3 4 5 6 7 8 9 ５／９：第一次結果発表

10 11 ① 12 ① 13 ① 14 ① 15 ① 16 ①

17 18 ② 19 ② 20 ② 21 ② 22 ② 23 ② 父母会定期総会（調整中）

24 25 ③ 26 ③ 27 ③ 28 ③ 29 ③ 30 ③

31

1 ④ 2 ④ 3 ④ 4 ④ 5 ④ 6 ④ 定期学生総会（調整中）

7 8 ⑤ 9 ⑤ 10 ⑤ 11 ⑤ 12 ⑤ 13 ⑤

14 15 ⑥ 16 ⑥ 17 ⑥ 18 ⑥ 19 ⑥ 20 ⑥

21 22 ⑦ 23 ⑦ 24 ⑦ 25 ⑦ 26 ⑦ 27 ⑦

28 29 ⑧ 30 ⑧

1 ⑧ 2 ⑧ 3 ⑧ 4 ⑧

5 6 ⑨ 7 ⑨ 8 ⑨ 9 ⑨ 10 ⑨ 11 ⑨

12 13 ⑩ 14 ⑩ 15 ⑩ 16 ⑩ 17 ⑩ 18 ⑩

19 20 ⑪ 21 ⑪ 22 ⑪ 23 ⑪ 24 ⑪ 25 ⑪ ＊７/２３（海の日）：授業実施　７/２４（スポーツの日）：授業実施

26 27 ⑫ 28 ⑫ 29 ⑫ 30 ⑫ 31 ⑫ ７／２７～８／８：試験期間（１２日間）７／２７～８／８：試験期間（１２日間）７／２７～８／８：試験期間（１２日間）７／２７～８／８：試験期間（１２日間）

1 ⑫ ８／１：授業期間終了 ８／９～９／１３：夏期休業期間（３６日間）

2 3 試 4 試 5 試 6 試 7 試 8 試

9 10 11 12 13 14 15 ８／１３～１５、２２、２９は全学休業 　

16 17 18 19 20 追試 21 追試 22 ８／２０・２１ ：追試験８／２０・２１ ：追試験８／２０・２１ ：追試験８／２０・２１ ：追試験

23 24 25 26 27 28 29

30 31

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12 ９／９～１１：ゼミナール合宿期間  

13 14 ① 15 ① 16 ① 17 ① 18 ① 19 ① ９／１４：秋セメスター授業開始

20 21 ② 22 23 ② 24 ② 25 ② 26 ② ＊９／２１（敬老の日）：授業実施 ９／２６：春セメスター 学位記授与式

27 28 ③ 29 ② 30 ③

1 ③ 2 ③ 3 ③

4 5 ④ 6 ③ 7 ④ 8 ④ 9 ④ 10 ④ ＊１０／１０（創立記念日）：授業実施

11 12 ⑤ 13 ④ 14 ⑤ 15 ⑤ 16 ⑤ 17 ⑤

18 19 ⑥ 20 ⑤ 21 ⑥ 22 ⑥ 23 ⑥ 24 ⑥ １０／２０：後期授業料納入期限

25 26 ⑦ 27 ⑥ 28 ⑦ 29 ⑦ 30 ⑦ 31 学祭 １０／３１～１１／２：学園祭（３１日：準備日・全学休講　１・２日：学園祭・全学休講）→調整中

1 学祭 2 学祭 3 4 ⑧ 5 ⑧ 6 ⑧ 7 ⑦

8 9 ⑧ 10 ⑦ 11 ⑨ 12 ⑨ 13 ⑨ 14 ⑧

15 16 ⑨ 17 ⑧ 18 ⑩ 19 ⑩ 20 ⑩ 21 ⑨

22 23 ⑩ 24 ⑨ 25 ⑪ 26 ⑪ 27 ⑪ 28 ⑩ ＊１１／２３（勤労感謝の日）：授業実施

29 30 ⑪

1 ⑩ 2 ⑫ 3 ⑫ 4 ⑫ 5 ⑪

6 7 ⑫ 8 ⑪ 9 ⑬ 10 ⑬ 11 ⑬ 12 ⑫ １２／１０正午：卒業研究（文学部）提出締切

13 14 ⑬ 15 ⑫ 16 Ｇ 17 ⑭ 18 Ｇ 19 ⑬ １２／１６・１８：ガイダンス日（授業実施なし）欄外の「※」参照

20 21 ⑭ 22 ⑬ 23 全休 24 全休 25 26 １２／２３・２４：全学休講

27 28 29 30 31 １２／２３～１／７：冬期休業期間（１６日間）

1 2

3 4 5 6 7 8 ⑭ 9 ⑭ １／８：授業再開 １月中旬：修士論文提出締切（文院・政院）

10 11 12 ⑭ 13 ⑭ 14 入テ 15 入テ 16 入テ 12/17・21及び1/8～1/30：試験期間（18日間）

17 入テ 18 ⑮ 19 ⑮ 20 ⑮ 21 ⑮ 22 ⑮ 23 ⑮ １／１６・１７：大学入学共通テスト試験（設営等を含み１４～１７日を全学休講）

24 25 試 26 試 27 試 28 試 29 試 30 試 １／２０正午：卒業論文（国際政経）提出締切 １／２３：授業期間終了

31

1 2 3 4 5 6 ２／５：卒業論文面接試問（国際政経） ２／上旬：修士論文面接試問(政院)

7 8 9 10 11 12 追試 13 追試 ２／８・９：卒業研究面接試問（文学部） ２／１１・１２：修士論文面接試問(文院)

14 15 16 17 18 19 20 ２／１２・１３：追試験(１３日は予備日)

21 22 23 24 25 26 27

28

1 2 3 4 5 6 ３／上旬：卒業者・修了者発表 ３／上旬：進級者発表

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 卒卒卒卒 17 18 19 20 ３／１６：学部・大学院 学位記授与式　 ３／１８～２０：ゼミナール合宿期間  

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

※ 〇数字は各セメスターごとの授業回数を表します。

※ ・・・・・・授業回数確保のため、祝日等に授業を実施。 ①祝日等に授業等を実施する日程 ②平日・土曜日に全学休講日を設ける

※ 12/16・18のガイダンス日には通常の授業は実施しません。 ＊7/23（木）：海の日 ＊10/31（土）：学園祭準備

各事務部署が実施するガイダンスや語学試験・検定試験 ＊７/24（金）：スポーツの日 ＊11/2（月）：学園祭

が行われます。該当する学生のみ登校することになります。 ＊9/21（月）：敬老の日 ＊12/23（水）

該当する学生には、別途連絡します。 ＊10/10（土）：創立記念日 ＊12/24（木）

＊11/23（月）：勤労感謝の日 ＊1/14（木）：大学入学共通テスト設営

※ ・・・・・・各事務室閉室・事務取扱休止日。 ＊1/15（金）：大学入学共通テスト設営

＊1/16（土）：大学入学共通テスト入試

２０２０年度　学 年 暦

日 月 火 水 木 金 土 日           程

2020
年

4

４／１：２０２０年度入学者入学

春
 
 
 
セ
 
 
 
メ
 
 
 
ス
 
 
 
タ
 
 
 
―

5
５／１１：春セメスター授業開始、５／１２：中洲忌（三島中洲先生ご命日）

6

7

8

9

10

秋
 
 
 
セ
 
 
 
メ
 
 
 
ス
 
 
 
タ
 
 
 
―

11

12

　最新版の学年暦となります。今後の新型コロナウイルスの感染状況によっては、さらなる変更があるかもしれません。変更がある場合は、本学ホームペー
ジでお知らせ致しますので、ご確認ください。

2021
年

1

2

3

授業時数確保のための措置


